
「花より団子」（庄原市高野町 円正寺・金秀寺で撮影）

　四月初め、枝垂桜で有名な高野町の円正寺・金秀寺に撮影に行った。日

和もよく花も満開。桜の木のもとのお茶席で、おばさんたちが和やかにお

団子とお茶を楽しんでおられる光景。入学して間がない、写真のことがま

だ何にも解っていない頃だけれど、私にとっては心地良い撮影だった。

写真提供：庄原格致高校 写真部　１年生　菅原 望里さん
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主 な 内 容

9月から12月は会員増強月間です
法人会に入会するとこんなメリットがあります

・正しい税知識や経営のノウハウを身につける為、色々な機会（研修会など）を設けています。

・最新の税制や経営情報をホームページ、出版物などで提供しています。

・税制のあり方や行政改革について、積極的な提言を行っています。

・地域社会への多様な貢献活動を会員企業と一体になって展開しています。

・企業防衛から経営者個人の備えまで充実した福利厚生制度を活用いただいています。

・若手経営者等を対象とした青年部、女性経営者などによる女性部も活発な活動を行っています。

未加入法人紹介のお願い

　新規会員加入増募集運動を実施しております。会員の皆様のお近くに未加入の事業所がありま

したら、役員または事務局までご紹介下さい。

 （公社）庄原法人会　組織委員会事務局　
 TEL/FAX　0824－72－1889　

よき経営者をめざすものの団体

表彰基準により、表彰状及び副賞を贈呈します。

それが です
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　去る６月２日、㈱庄原グランドホテルに於い

て、公益社団法人移行後、第４回通常総会が、

中 敏彦庄原税務署署長・成田修一広島県北部県

税事務所所長・大原直樹庄原市役所総務部部長ほ

か関係協力団体のご来賓を迎えて開催された。

　三宅会長挨拶のあと、議事の中で、平成27年度

決算報告が承認され、理事会承認事項である、平

成27年度事業報告・平成28年度事業計画・収支予

算が報告された。

　引き続き表彰式では、三宅会長から㈲香川商会

佐竹秀治監事に対して、公益財団法人全国法人会

総連合会長永年勤続功労表彰を伝達された。

　また、会員増強推進功労表彰者に対して、４名

の方へ表彰状と記念品を授与された。

　表彰式のあと、中 庄原税務署署長、成田広島

県北部県税事務所所長、木山庄原市長代理大原庄

原市役所総務部部長からそれぞれ祝辞を戴き、第

１部通常総会が滞りなく終了した。

　第２部「税務研修会」では、庄原税務署統括国

税調査官藤岡正好氏による「消費税の軽減税率制

度」について続いて、庄原税務署署長中 敏彦氏

による「税務相談事例からみた相続」についての

講話を戴き、閉会した。

三宅法人会会長 中　庄原税務署署長

成田北部県税事務所所長 大原庄原市役所総務部部長

平成27年度決算報告などを承認

第４回（平成28年度）通常総会・税研修会開催
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平成27年度 正味財産増減計算書（総括表）
平成27年４月１日から平成28年３月31日まで （単位：円）

科　　　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減 備　　　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部
（１）経常収益

基本財産運用益
特定資産運用益
受取会費
事業収益
受取補助金等
受取負担金
雑収益

1,253 
86

2,231,000 
180,000 

4,629,200 
240,000 

1,010,410

1,250 
804

2,276,000 
180,000 

4,283,600 
252,000 
654,448 

3 
－718

－45,000 
0

345,600
－12,000 
355,962

経常収益計 8,291,949 7,648,102 643,847
（２）経常費用

事業費
管理費

6,110,201 
929,393

6,557,538
1,276,977

0 
－447,337
－347,584

経常費用計 7,039,594 7,834,515 －794,921
当期経常増減額 1,252,355 －186,413 1,438,768

２．経常外増減の部
（１）経常外収益

0 
0 

経常外収益計 0 0 0 
（２）経常外費用 0 

委託費 0 0 0
経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
税引前当期一般正味財産増減額 1,252,355 －186,413 1,438,768
法人税、住民税及び事業税 0 0 0
当期一般正味財産増減額 1,252,355 －186,413 1,438,768
一般正味財産期首残高 8,048,092 8,234,505 －186,413
一般正味財産期末残高 9,300,447 8,048,092 1,252,355

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0 
受取補助金等 4,366,900 4,259,600 107,300
一般正味財産への振替額 －4,366,900 －4,259,600 －107,300 
当期指定正味財産増減額 0 0 0 
指定正味財産期首残高 0 0 0 
指定正味財産期末残高 0 0 0 

Ⅲ　正味財産期末残高 9,300,447 8,048,092 1,252,355

平成28年度事業計画書
自　平成28年４月１日

至　平成29年３月31日

Ⅰ　基本方針

　公益法人に移行したことを契機に、事業の

一層の活性化を図るとともに効率的な組織運

営に努め、法人会活動の更なる充実に努める。

　事業の実施にあたっては、法人会の原点で

ある「税」に関する活動に軸足を置きながら、

組織・財政基盤の強化を図るために会員増強

に力を入れるとともに、地域の活性化にも配

慮しつつ、各諸施策に取り組む。

Ⅱ　主な事業計画

公益関係

１．税知識普及事業

　税法、税務を中心とした研修会の開催強化

に努め、広報紙やホームページに「e-Tax」

や税法の改正等の税情報を掲載するととも

に、管内の小学６年生を対象とした「租税教

室」を開催することで、税知識の一層の普及・

啓発を図る。
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平成28年度収支予算書
平成28年４月１日から平成29年３月31日まで （単位 : 円）

科　　　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部
（１）経常収益

基本財産運用益
特定資産運用益
受取会費
事業収益
受取補助金等
受取負担金
雑収益

1,000 
100 

2,230,000 
180,000 

4,689,400 
234,000 
381,000 

1,500 
1,900 

2,300,000 
400,000 

4,568,200 
280,000 
21,000

－500
－1,800

－70,000
－220,000

121,200
－46,000
360,000

経常収益計 7,715,500 7,572,600 142,900
（２）経常費用

事業費
管理費

6,329,399
1,379,501

6,190,779
1,534,821

0
138,620

－155,320
経常費用計 7,708,900 7,725,600 －16,700
当期経常増減額 6,600 －153,000 159,600

２．経常外増減の部
（１）経常外収益

0
0

経常外収益計 0 0 0
（２）経常外費用 0

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
税引前当期一般正味財産増減額 6,600 －153,000 159,600
法人税、住民税及び事業税 0 0 0
当期一般正味財産増減額 6,600 －153,000 159,600
一般正味財産期首残高 8,017,304 8,170,304 －153,000
一般正味財産期末残高 8,023,904 8,017,304 6,600

Ⅱ　指定正味財産増減の部
受取補助金等 4,482,700 4,366,900 115,800
一般正味財産への振替額 －4,482,700 －4,366,900 －115,800
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 8,023,904 8,017,304 6,600

　また、税を考える週間行事への参加、地域

のイベント等で税の啓発用品を配布するな

ど、税の啓発に資する広報活動を積極的に展

開する。

２．納税意識高揚事業

　次代を担う児童に、税を正しく理解しても

らうことを目的に、管内の小学６年生を対象

に、「税に関する絵はがきコンクール」を開

催し、表彰・展示を行う。

　また、管内の小・中学校を対象に、「税に

関する作文・習字」を募集し、表彰する。

３．税制提言事業

　地域経済の担い手である中小企業の活性化

に資する税制をはじめ、税のオピニオンリー

ダーとしてわが国の将来を展望した建設的な

提言に努める。

４．地域企業発展事業

　地域企業と社会の健全な発展に貢献するこ

とを目的に、税制・政治・経済・経営・文化

等に関する講演会や各種セミナー、研修会を

開催する。

５．地域社会貢献事業

　地域社会の改善・支援に資することを目的

として、障がい者等を支援する団体に対して

団体が必要としている物品を寄贈する。

共益関係

１．会員交流事業

繊　会員の交流の輪を広げるとともに、会員
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間の情報交換や交流会等の親睦事業を行う

などして異業種交流を図る。また、会員に

限定した研修会・セミナー等の開催、優良

図書の斡旋等を行う。

羨　支部による地域に密着した活動を充実さ

せるとともに、青年・女性部会活動の充実

強化を図る。

２．福利厚生事業

　会員企業の保険に対する意識の変化をはじ

めとして、法人会の福利厚生制度を取り巻く

環境は、一段と厳しさを増している。このよ

うな状況のもと、取扱三社との連携を一層強

化しつつ、福利厚生制度の円滑な運営と財政

基盤の安定化のため、経営者大型総合保障制

度、ビジネスガード、がん・医療保険制度の

推進を中心とした活動を展開する。

３．会員増強事業

　組織基盤の充実強化策として、９月から12

月を「会員増強月間」とし、積極的な会員増

強を図る。

繊　関係官庁、税理士会、金融機関、提携保

険各社及び友誼団体との連携による推進。

羨　支部毎の役員による率先した参画や指導

のもと、新規加入の推進を行うとともに、

退会防止策を講じる等、より効果的な対応

策を展開する。

新　任
（職　名） （氏　名） （前任地）

署 長 前田　　剛 広島国税局（米子派遣）

統括調査官 小川　裕章 津山税務署

上席調査官 末岡　智和 倉敷税務署

庄原税務署　人事異動庄原税務署からのお知らせ

庄原法人会からのお知らせ

平成28年の年末調整説明会日程

日　　　　時 場　　　　　　所

11月17日木 10：00～12：00 庄原市役所東城支所　３階会議室

11月18日金 10：00～12：00 庄原市民会館　大ホール

転　任
（職　名） （ 氏　名 ）

統括調査官 藤岡　正好

退　職
（職　名） （ 氏　名 ）

署 長 中　　敏彦

平成28年度税務研修会日程

日　　　　時 場　　　　　　所

11月8日火 14：00～16：00 庄原商工会議所　２階会議室

11月9日水 14：00～16：00 庄原市役所東城支所　３階会議室
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受賞おめでとうございます

平成28年６月20日、一般社団法人広島県法人会連合会の通常総会において野

坂文雄会長から、功労者表彰状と記念品を伝達授与されました。

監　事　佐竹　秀治 氏　［㈲香川商会］

☆全法連会長から功労者表彰状授与

平成28年６月２日、第４回通常総会において公益

財団法人 全国法人会総連合厚生委員長より、３

年10億円増収計画の推進に対し、感謝状が授与さ

れました。また、一般社団法人 広島県法人会連

合会会長より大型総合保障制度新規推進目標に対

して表彰状と記念品が授与されました。

☆全法連・広島県連より（公社）庄原法人会が表彰を受ける

公益財団法人 全国法人会総連合会長表彰、

常任理事　藤光　　有 氏
　　　　　［㈱グリーンウインズさとやま］

常任理事　光永　義則 氏
　　　　　［広島みどり信用金庫］

大同生命　小玉由美子 氏
　　　　　［大同生命保険㈱広島支社］

事務局長　定丸　義輝 氏
　　　　　［（公社）庄原法人会］

平成28年６月２日、第４回通常総会において三宅康文会長から、会員増強推進功労者表彰状と記念品が

授与されました。

☆庄原法人会会長から会員増強推進功労者表彰状授与
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　本年も、梅雨明け以来記録的な猛暑が続いてい

ましたが、今回の台風10号のせいでしょうか朝晩

は少し涼しくなり、秋の気配を感じられるように

なってきました。

　会員の皆様には、平素より当法人会に対しまし

て格別のご理解・ご協力を賜り厚く御礼申し上げ

ます。

　さて、アベノミクスによる「三本の矢」が始

まって今年で４年になります。異次元の金融緩和

の結果、一時期は円安が進み輸出企業の業績回

復、それに伴う株価の上昇等により長く続いたデ

フレ経済から脱却できたかのように見えました。

しかしその後、中国をはじめとする新興国経済の

変調、伸び悩む賃金や円安がもたらした輸入物価

の高騰による消費マインドの変化等により消費は

伸び悩んでいます。Ｇ７の会合、参議院選挙も終

わり、17年に予定されていた消費税10％も先送り

が決定しました。これから秋口にかけ政府も大規

模な経済対策を計画されていますが、我々中小企

業にとっても実のある施策を期待します。

　昨年、法人会が税を中心として更に社会全体へ

貢献していくことをあきらかにするため、法人会

の「理念・行動規範」が決定されました。

理　念

法人会は税のオピニオンリーダとして

企業の発展を支援し

地域の振興に寄与し

国と社会の繁栄に貢献する

経営者の団体である

行動規範

①税のオピニオンリーダとしての責務

②企業の発展を支援するものとしての責務

③地域の振興に寄与するものとしての責務

④法人会会員としての責務

⑤法人会役員としての責務

⑥法人会事務職員としての責務

　本年度も、総会に於いて承認を頂いた事業計画

に沿って会員の皆様のご協力を頂きながら、関連

団体と連携し各委員会、青年部、女性部が一体と

なり理念・行動規範に基づき、よき経営者を目指

すものの団体として納税意識の向上と企業及び社

会の健全な発展に貢献できる活動に努めたいと思

います。

　終わりになりましたが、税務ご当局をはじめ、

関連団体よりの今後一層のご支援と、会員の皆様

のご健勝とご活躍を祈念しご挨拶といたします。

挨　拶

公益社団法人　
庄原法人会 会長　三 宅 康 文
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　公益社団法人庄原法人会に皆様方には、平素か

ら税務行政に対しまして、格別のご理解とご協力

を賜っておりますことを、本紙をお借りして厚く

お礼申しあげます。

　この度の定期人事異動により、庄原税務署署長

を拝命しました前田でございます。前任の中署長

同様よろしくお願いします。

　私の前職は広島国税局の酒類業調整官であり、

国税庁の任務の一つである「酒類業の健全な発達」

に資するための酒類行政事務に携わってまいりま

した。特に地酒を中心として地方の活性化に繋げ

られるよう様々な支援を行ってまいりました。

　庄原の地を訪れるのは初めてですが、着任後、

管内を回らせていただきました。とても自然豊か

で水にも恵まれた地域であると感じ、前職のせい

もあってか庄原の地酒には大変興味を抱いている

ところです。このような恵まれた環境の中で仕事

をさせていただくことを感謝し、皆様の信頼に応

える税務行政を推進してまいりたいと思ってい 

ます。

　さて、庄原法人会におかれましては、「よき経

営者をめざすものの団体」として、正しい税知識

の普及及び納税道義の高揚を図るための広報活動

や啓発活動に熱心に取り組まれるなど、幅広い活

動を続けておられます。

　特に、小学生を対象とした「税に関する絵はが

きコンクール」を毎年開催されるほか、小学校を

中心に「租税教室」の講師を積極的に務めていた

だくなど次世代を担う児童・生徒に対する租税教

育に尽力されておられます。また、社会貢献活動

の一環として一般市民にも参加を呼び掛ける「講

演会」を開催されるなど地域社会の発展や活性化

にも積極的に取り組んでおられます。

　このように活気あふれる会を築きあげられまし

たのも、三宅会長をはじめとする役員並びに会員

の皆様のたゆまぬご努力の賜物と深く敬意を表す

る次第でございます。

　ところで、最近の税務を取り巻く環境は、ＩＣ

Ｔ化への変革や税制改正、あるいは「社会保障と

税番号制度」の導入など急速に変化をとげ、国民

の税に対する関心はますます高まってきており 

ます。

　このような環境にあって、私どもは、「納税者

の自発的な納税動議の履行を適正かつ円滑に実現

する」という使命を実現するため、e-Tax 推進に

よる納税環境の整備やダイレクト納付による期限

内収納の推進、「社会保障と税番号制」の制度定

着に向けた広報・周知など円滑な税務行政に努め

ているところです。

　しかしながら、私どもの力だけではおのずと限

界がございます。引き続き、庄原法人会の皆様方

のお力添えが必要不可欠であり、今後とも、税務

行政の円滑な運営にご理解とご協力を賜りますよ

うお願い申しあげます。

　終わりに、公益社団法人庄原法人会の益々のご

発展と、会員の皆様方のご活躍とご健勝を祈念い

たしまして、着任の挨拶とさせていただきます。

着任のご挨拶

庄原税務署 署長　前 田 　 剛


